
　
令
和
５
年
６
月
29
日
、
志
村
坂
上
地
域
セ
ン
タ
ー

に
て
第
21
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
松
田
や
す
ま
さ
都
議
会
議
員
、
佐
々

木
と
し
た
か
区
議
会
議
員
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
シ
ョ

ン
Ｇ
Ｐ
Ｓ
村
本
実
才
子
理
事
長
、
井
上
宙
史
弁
護

士
を
お
迎
え
し
、
各
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
板
橋
区
住
宅
政
策
課
長
志
村
晃
一
氏
よ

り
祝
辞
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
代
読
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
山
元
理
事
が
選
出
さ
れ
、
１
号
議
案

か
ら
６
号
議
案
ま
で
滞
り
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
５
号
議
案
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て
は
、

篠
山
会
長
よ
り
「
行
政
と
の
連
携
で
マ
ン
シ
ョ
ン

問
題
を
政
策
実
現
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
交
省

の
『
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
・
再
生
事
業
』
に

民
間
団
体
と
し
て
、
板
橋
区
と
連
携
し
国
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
共
通
課

題
解
決
や
、
環
境

整
備
を
図
る
協
働

活
動
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
信

頼
性
の
高
い
法
人

化
の
構
築
が
臨
ま

れ
ま
す
。」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
交
流
会
で
は
２
つ
の
講
演
が
あ
り
、
は

じ
め
に
「
専
有
部
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
管
理
組

合
が
手
が
け
る
べ
き
維
持
管
理
」
を
講
師
㈱
建
物

保
全
セ
ン
タ
ー
会

長
の
熊
谷
実
氏
の

レ
ク
チ
ャ
ー
に
続

い
て
、「
マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
に
つ
い
て

弁
護
士
井
上
宙

史
氏
の
講
演
が
あ

り
、
会
場
の
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
」
は
発
足
以
来
20
年
、
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
を
考
え
、
多
く

の
活
動
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
年
会
費
と
座
談
会
参
加
費
で
活
動
を
支
え
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
会
計
は
常
に
赤
字
を
出
さ
な
い
苦

労
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

18
周
年
記
念
冊
子
発
行
時
、
補
助
金
申
請
を
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
本
や
冊
子
の
発
行
は
対
象
外
と
断
ら

れ
、
３
年
が
か
り
で

年
に
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
現
在

で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
基
礎
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
も
大
変
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

20
周
年
記
念
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
と
パ
ネ
ル
展
示

制
作
に
お
い
て
も
厳
し
い
予
算
の
中
、
座
談
会
・
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
よ
り
カ
ン
パ
を
募
り
記
念
事
業
を
盛
会
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。常
に
資
金
不
足
の
状
態
に
、

田
原
理
事
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
公
募

事
業
・
補
助
金
交
付
申
請
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
ょ
う
と
の
進
言
が
あ
り
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
20
年
間
の
活
動
実
績
が
あ
る
の
に
、
初
め
て
補
助

金
申
請
は
遅
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
公
的
資

金
獲
得
の
た
め
の
手
続
き
の
面
倒
さ
は
、
想
像
を

超
え
る
も
の
で
し
た
。

　
総
額
７
万
円
を
獲
得
す
る
た
め
、
山
元
・
田
原
・
井

野
各
理
事
が
役
所
の
担
当
に
足
を
運
び
、
何
回
書
類
を

書
き
直
し
た
こ
と
か
、
各
理
事
の
皆
さ
ん
の
諦
め
な
い

根
性
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　
担
当
し
て
く
れ
た
理
事
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
努
力
、

行
動
力
の
成
果
が
令
和
５
年
５
月
、
補
助
金
を
20
年
間

の
活
動
で
初
め
て
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
も
う
少
し
楽
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。３
年
間
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
で
す
。

制
限
の
あ
る
使
い
方
を
強
い
ら
れ
る
７
万
円
で
す
が
、

会
に
と
っ
て
は
有
難
い
補
助
金
で
す
。

公
的
機
関
の
補
助
金
を
ゲ
ッ
ト
で
き
た
こ
と
は
各

理
事
の
尽
力
は
勿
論
で
す
が
、「
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
」

の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
会
場
で
子
ど
も
食
堂
の

方
や
他
の
団
体
の
人
達
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
、
当
会
も
社
会
的
信
用
度
を
高
め
る
た
め
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
行
政
と
共
に
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
働
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
解
決
の
た
め
活

動
の
具
体
化
を
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
大
手
管
理
会
社
が
管
理
組
合
へ
第
三
者
管

理
方
式
の
提
供
を
４
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

７
月
現
在
で
２
管
理
組
合
で
８
月
か
ら
導
入

を
予
定
し
て
い
る
と
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

管
理
組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
る
役
員
の

な
り
手
不
足
は
ど
こ
で
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
こ
で
は
「
理
事
会
廃
止
型
」
を
採
用
し
、

管
理
業
務
と
は
異
な
る
部
署
か
ら
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
資
格
を
持
つ
担
当
者
を
選
任
す
る

と
い
う
。
区
分
所
有
者
か
ら
監
事
を
選
任
し
、

監
査
を
行
う
が
、
外
部
専
門
家
を
監
査
に
選

ん
で
も
良
い
。

　
管
理
組
合
ご
と
に
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
用
意
す

る
。
組
合
員
は
い
つ
で
も
総
会
資
料
、
会
計

報
告
、
理
事
会
議
事
録
を
閲
覧
で
き
る
。

　
こ
の
「
第
三
者
管
理
方
式
」
の
費
用
は
、

組
合
規
模
や
契
約
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
理
事
会
廃
止
型
で
簡
素
化
さ
れ
る
業
務

も
あ
る
が
、
新
た
に
管
理
者
業
務
も
加
わ
る

た
め
同
水
準
か
、
わ
ず
か
に
増
加
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
理
事
会
を
廃
止
し
て
、
区
分
所
有
者
ま
た

は
外
部
か
ら
監
事
を
選
任
す
る
と
は
い
え
、

管
理
組
合
運
営
を
管
理
会
社
に
任
せ
る
時
代

の
到
来
に
複
雑
な
思
い
を
感
じ
る
。
管
理
組

合
を
構
成
す
る
区
分
所
有
者
は
素
人
が
輪
番

制
の
理
事
で
あ
る
の
に
対
し
、
管
理
会
社
は

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
プ
ロ
の
企
業
で
あ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
保
全
、
会
計
管
理
等
、

管
理
組
合
の
自
立
運
営
が
で
き
な
い
リ
ス
ク

の
大
き
さ
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　
「
い
た
か
ん

ネ
ッ
ト
」
の
事
務

局
と
し
て
長
い
間

担
当
し
て
い
る
井

野
理
事
は
、
三
重

県
亀
山
市
の
出
身

と
の
こ
と
。
亀
山

市
は
か
つ
て
伊
勢
亀
山
城
の
あ
っ
た
歴
史
あ
る

城
下
町
。

　
父
は
消
防
士
、
母
は
看
護
師
、
働
き
者
で
教
育
熱
心

で
二
人
姉
弟
を
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
両
親
だ
っ
た
と

当
時
を
述
懐
す
る
。

　
地
元
の
県
立
高
校
よ
り
県
内
の
国
立
大
学
へ
進
み
、

卒
業
後
は
上
京
、
都
内
大
手
百
貨
店
で
接
客
販
売
に
携

わ
っ
た
と
い
う
。
名
古
屋
で
叔
父
が
料
亭
を
営
ん
で
い

て
、
幼
い
頃
よ
く
訪
れ
た
記
憶
が
あ
り
、
潜
在
的
に
接

客
と
は
縁
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
が
３
年
程
で
退
職
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
彼

女
は
、
専
門
学
校
で
タ
イ
プ
を
取
得
、
そ
の
後
フ
リ
ー

の
立
場
で
外
資
系
企
業
の
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た

様
々
な
業
種
の
仕
事
も
経
験
し
た
。

　
彼
女
は
フ
リ
ー
で
仕
事
を
し
な
が
ら
見
聞
を
広
め
た

い
と
中
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
へ
単

身
旅
行
を
敢
行
、
本
人
は
「
外
国
を
ほ
つ
き

歩
い
た
だ
け
」
と
言
う
が
、
そ
の
行
動
力
と
豪
快
な
気

性
は
外
見
か
ら
は
覗
え
な
い
。
若
か
り
し
頃
バ
イ
ク
を

乗
り
回
し
て
、
事
故
に
遭
い
古
傷
は
今
も
残
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
ア
ラ
フ
ィ
フ
世
代
に
な
っ
て
か
ら
は
社
会
人
の
水
泳

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
都
庁
事
業
団
の
水
泳
グ
ル
ー
プ
と
一

緒
に
練
習
、全
国
大
会
へ
も
出
場
、「
年
間
イ
ヤ
ー
ブ
ッ

ク
」
の
上
位
を
目
指
し
て
「
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
」
へ
入

会
す
る
直
前
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
小
事
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
陸
的
な
彼
女
は
、
周
囲
の

人
た
ち
に
は
「
ほ
っ
と
す
る
」
存
在
感
な
の
で
あ
る
。

　
と
き
ど
き
落
と
し
も
の
が
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
笑
顔

で
彼
女
に
は
な
ぜ
か
優
し
く
な
れ
る
。

　
「
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
拠
点
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
会
場
確
保
、
理
事
会
、
座
談
会
、
打

合
せ
の
資
料
手
配
等
、
井
野
理
事
が
縁
の
下
を
支
え
て

く
れ
る
か
ら
こ
そ
当
会
は
回
っ
て
い
る
。

　
地
球
温
暖
化
ど
こ
ろ
か
、

沸
騰
化
の
時
代
と
警
告
を

発
し
た
国
連
の
グ
テ
ー
レ

ス
事
務
総
長
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え

す
ぎ
る
と
地
球
の
温
度
が

上
手
く
調
整
で
き
な
い
。

　
主
な
原
因
は
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
車
や
飛
行
機
、

ご
み
焼
却
、
電
気
を
作
っ

た
り
、
今
の
私
た
ち
の
生

活
は
も
う
地
球
に
と
っ
て
悪
い

こ
と
ば
か
り
。

　
海
水
が
増
え
陸
地
が
減
り
、

氷
が
溶
け
る
。
気
候
が
変
わ
る
、

病
気
も
増
え
食
物
も
少
な
く
な

る
。
そ
れ
で
も
人
間
は
生
き
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

球
の
熱
を
下
げ
る
た
め
一
人
ひ

と
り
が
真
剣
に
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
大

変
な
こ
と
に
な
る
・
・
・
。

　地域の防災活動を知り、マンションの防
災を考えようと、いたかんネット主催のセ

ミナーを開催。過去の災害に学び、住んでいる地域を知る。大
規模自然災害時の地域防災活動と備え（共助）、さらに大規模災
害への対応と備え（自助）について、マンションの防災に関す
る事例を具体的に画像を通して学んだ。まず地域の地形・河川
等ハザードマップで知ることの重要性の指摘と身を守る行動、
出火防止、情報の正しい選択など自ら守る自助が一番との認識
を再確認した。

第
21
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
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志
村
坂
上
地
域
セ
ン
タ
ー

第
21
回
通
常
総
会
議
案

１
号
議
案　
第
20
期
事
業
報
告

２
号
議
案　
第
20
期
決
算
報
告
・
監
査
報
告

　
　
　
　
　
新
春
の
つ
ど
い
決
算
報
告

３
号
議
案　
第
21
期
事
業
計
画
書
案

４
号
議
案　
第
21
期
予
算
案

５
号
議
案　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
案

６
号
議
案　
第
21
期
役
員
案

　
全
議
案
、
賛
成
多
数
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
期
役
員
は
左
記
の
様
に

決
定
し
ま
し
た

会
長
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光
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い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
発
足
20
年
に
し
て

　
　
　
　
　
　
初
の
公
的
補
助
金
獲
得
顛
末
記

理
事
会
廃
止
型
「
第
三
者
管
理
方
式
」

　
　
　
　
　
　
管
理
会
社
で
ス
タ
ー
ト

‘20

な
ぜ
か
み
ん
な
彼
女
に
優
し
く
な
れ
る…

い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
理
事
　
井
野
裕
美
氏

人とき
リレー

・
・
・
・
・

雑
感

言の
葉

大規模自然災害と地域防災
第 118 回いたかん交流会セミナー

講師：（公）市民防災研究所　齋藤 美枝子氏

　専有部のリフォームは管理組合で安易に
許可していて、リフォーム中の室内はほと

んど検査していないのが現状のようだ。
　キッチン・トイレの配置が移動されていたりして専有部の配管
工事の時、位置が違うことが発覚する。配管のこう配等に問題が
でることもある。住宅リフォーム用の標準約款はあるが、専有部
分用の約款はないとのこと。
　専有部の細則作成や申請書類のチェックを厳しくして、リ
フォーム中の中間立入調査の実施を図ることが重要のようだ。

専有部のリフォーム工事の実態と調査
第 119 回いたかんセミナー

講師：いたかんネット理事　田原 肇

　管理の適正化を図り、「管理計画」認定そ
の他活動に取り組んだ経緯を詳細に報告さ
れた。
　山元理事長は 2021 年より理事長を務め、
それまで毎年役員改選を行っていた理事の

任期を 1 期 2 年、毎年半数改選、重任は 2 期 4 年までとし、理
事会の一貫性と自主性を持った管理組合運営を継続できるシステ
ム作りを構築した。
　また、理事会をサポートする理事長、副理事長を主とした諮問
機関としての組織作りも進めた。
　100 年マンション・資産価値向上を目指し、6 割を超える年
金生活者や子育て中の若い世代も住みやすい環境の実現を目指し
ているという。それは、地域・行政との水平方向の街づくり、コミュ
ニティ形成がキーポイントと提唱している。
　パークエステート上板橋は「マンションストック長寿命化等モ
デル事業」申請採用、「マンション管理適正評価制度」5 つ星認
定と同時に「管理計画認定」等の取得実績は他のマンションにも
大きな影響力を持つ快挙と言える。

マンスリーニュースに寄稿
2023 6 月号

マンション管理センター通信

パークエステート上板橋 理事長　山元 正宜

　酷暑の続く 7 月 7 日、マンション GPS
主催の大規模修繕見学会が行われた。現場
はパーク・エステート上板橋で、いたかん
のメンバーも参加した。

　築 26 年の建物であったが、具体的修繕箇所やこれまで配管工
事に問題があった履歴を理事会・修繕委員会で克服した経緯も聞
き、管理組合活動の適正な運営が垣間見えた。298 戸の大規模
マンションの見学は大変参考になった。

大規模修繕工事 現場見学会
パーク・エステート上板橋

いたかんネットトピックス

2023年 9月 7日
第 121回連続座談会（第 1ルーム）
テーマ：「NPO法人の作り方」
講師：分譲マンションの価値と未来を創る会 
代表理事　黒葛原 英樹氏

2023 年 10月 5日　
第 122回連続座談会（第 1ルーム）
テーマ：「給排水管の漏水事故の事例と対応」
講師：配管保全センター㈱ 代表　藤田 崇大氏

2023 年 11月 2日　
第 123回連続座談会（第 4ルーム）
テーマ：「マンションにおける第三者管理」
講師：マンション管理士　金子 清氏

会場 いたばし総合ボランティアセンター
毎月第 1木曜 PM2：00～ 3：30
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テーマ：「給排水管の漏水事故の事例と対応」

工事説明を聞く
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会員募集中
☎ 03-5210-1321
マンション問題に困ったら

「いたかんネット」無料相談
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マンション問題を管理組合が集って考える
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